
事 項｜ 水稲品種「まっしぐらJ及び「つがるロマン」の湛水土中条播栽培における収量安定化

のための生育指標

水稲直播栽培普及を図るためには、収量性の向上と安定化が必要である。そのために、

ね ら し＼I生産現場で多く行われている「まっしぐら」及び「つがるロマン」の湛水土中条播栽培に

ついて、各稲作地帯の移植栽培の90～95%の収量を得るための生育指標を明らかにしたの

で普及に移す。

1 倒伏の発生と収量への影響

(1) 「まっしぐら」の倒伏は少ないが、「つがるロマンJでは多い。また、半湿田の「つ

がるロマン」の稗長は乾田に比べ長めとなり、同程度の籾数レベルで、は半湿田の倒伏

普 ｜ 程度が大きくなる。

(2) 「つがるロマン」では倒伏程度 3の場合、登熟歩合は低下せず影響は少ないが、 4

及 ｜ では登熟歩合が低下し収量も影響が出る。

す 12 収量安定化のための最適籾数（粒／ぱ）

(1) 「まっしぐら」（乾田及び半湿田）で移植栽培の90～95%収量（570～600kg/10a）を得

る ｜ るための籾数は2.7万～2.9万粒である。この場合、登熟歩合は90%以上で検査等級及

び玄米中タンパク質含有率に大きな差はない。

内 I c2＞乾田の「つがるロマンJで移植栽培の90～95%収量（540～570kg/10a）を得るための

籾数は2.6万～2.7万粒である。この場合、登熟歩合は90%以上で倒伏の発生は少なく

容 ｜ 検査等級及び玄米中タンパク質含有率に大きな差はない。

(3）半湿田の「つがるロマンj では倒伏の発生が増加するので、収量等に及ぼす影響を

考慮し、目標収量を520～540kg/10aとする。そして、これを得るための籾数は2.5万～

2.6万粒である。

この場合、倒伏（ 2～ 3程度）がみられるが、登熟歩合は90%以上で検査等級及び玄

米中タンパク質含有率に影響はみられない。

3 幼穂形成期の生育指標

「まっしぐら」及び「つがるロマン」の最適籾数は、幼穂形成期の茎数または草丈×

茎数より予測が可能である。これに基づいた幼穂形成期における収量安定化の生育指標

は以下のとおりである。
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期待自れる効果 水稲湛水土中条播栽培の基礎資料として活用され、収量の安定化が図られる。

1 生育指標は、苗立数が80～120本／nf、穂肥 1回栽培（幼穂形成期、 2kg/10a）での結果で

ある。

2 倒伏軽減のため強めーの中干一しを行う一ーまた、 一半湿田の「つがるロマンjでは倒伏（倒伏程

度 3）がみられるが大きな影響はない

3 乾田は灰褐色、黄褐色、黒色土壌、半湿田はグライ土壌である。
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【根拠となった主要な試験結果】
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図3 「まっしぐらjの籾数と収量
（平成18～19年青森農林総研）
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図 1 籾数と倒伏（穂肥 1回、以下閉じ）
（平成18～19年青森農林総研）
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図5 「つがるロマン」の籾数と収量
（平成18～19年青森農林総研）
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図7 籾数と検査等級
（平成18年～19年青森農林総研）
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図2 倒伏程度と登熟歩合（つがるロマン）
（平成18～19年青森農林総研）
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図4 「まっしぐらJの籾数と登熟歩合
（平成18～19年青森農林総研）
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図6 「つがるロマン」の籾数と登熟歩合
（平成18～19年青森農林総研）
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図8 籾数と玄米中タンパク質含有率
（平成18～19年青森農林総研）

表 1 幼穂形成期の生育要素（ X）と籾数（ y、粒／rri）との回帰式及び相関係数（y=ax+b)
（平成18～19年青森農林総研）

a 

28. 79 
0.36 / rrf 

a 

26. 76 
0.34 

半湿田
b ｜相関係数

3367 I +0.8185 
8610 I +0.8597 

つがるロマン
’田及び湿田

a I b l相関係三

40. 70 I 451 
o. 49 I 8558 
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